
刊
行
に
あ
た
っ
て

▼
監
修
・
解
題
▲

島
村
輝
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
授

大
尾
侑
子
東
京
経
済
大
学
准
教
授

叢書エログロナンセンス 第Ⅳ期

島
村

輝

「
三
派
鼎
立
」
期
に
お
け
る

軟
派
出
版
の
全
貌

昭
和
初
期
軟
派
雑
誌
集
成
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

―
二
〇
年
間
の
軌
跡

大
尾
侑
子

『
叢
書
エ
ロ
グ
ロ
ナ
ン
セ
ン
ス
』
は
、
戦
前
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
界

の
異
才
・
梅
原
北
明
を
中
心
と
し
た
「
珍
書
・
奇
書
」
類
の
う
ち
、

発
刊
当
時
の
事
情
や
そ
の
後
の
年
月
の
経
過
に
よ
っ
て
閲
覧
・
入

手
の
困
難
と
な
っ
た
書
物
、
と
り
わ
け
多
く
「
発
売
禁
止
」
等
の

措
置
を
受
け
た
雑
誌
類
を
中
心
に
し
て
、
復
刻
刊
行
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
シ
リ
ー
ズ
に
先
行
し
た
『
変
態
・
資
料
』
を
併

せ
、
こ
れ
ま
で
三
期
に
わ
た
る
刊
行
で
北
明
が
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
雑
誌
は
ほ
ぼ
網
羅
し
た
と
い
え
る
。

今
回
の
第
Ⅳ
期
で
は
、
一
時
は
北
明
と
行
動
を
し
な
が
ら
そ
の

後
袂
を
分
か
っ
た
出
版
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
刊

行
さ
れ
た
、『
奇
書
』『
古
今
桃
色
草
紙
』
と
い
っ
た
雑
誌
群
を
復

刻
す
る
。
文
芸
市
場
社
（
梅
原
北
明
）
・
文
芸
資
料
研
究
会
編
輯
部

（
上
森
健
一
郎
）
・

文
芸
資
料
研
究
会
（
福
山
福
太
郎
）
に
よ
る

「
三
派
鼎
立
」
期
と
さ
れ
る
軟
派
出
版
の
分
裂
・
消
長
の
底
流
に
、

ど
の
よ
う
な
人
脈
が
存
在
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
、
当
時
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
的
な
出
版
人
・
知
識
層
が
目
論
ん

だ
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
領
域
か
ら
の
権
力
批
判
、
文
明
批
評
の
可

能
性
と
限
界
に
つ
い
て
も
、
考
察
の
新
た
な
糸
口
が
見
い
だ
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

（
し
ま
む
ら
・
て
る

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
授
）

『
叢
書
エ
ロ
グ
ロ
ナ
ン
セ
ン
ス
』
の
第
Ⅰ
期
と
し
て
、
雑
誌
『
グ
ロ
テ
ス
ク
』
の
復
刻
が
実
現
し
た
の
は

二
〇
一
五
年
の
こ
と
。
そ
こ
か
ら
遡
る
こ
と
約
一
〇
年
、
同
シ
リ
ー
ズ
の
先
駆
け
と
な
る
雑
誌
『
変
態
・
資

料
』（
二
〇
〇
六
）、『
世
界
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
文
学
歴
史
と
解
題
』（
二
〇
〇
六
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も

戦
前
昭
和
に
お
け
る
「
好
色
出
版
の
帝
王
」、
梅
原
北
明
が
関
与
し
た
も
の
で
あ
る
。

復
刻
さ
れ
る
以
前
、
こ
れ
ら
の
雑
誌
や
書
籍
を
入
手
し
所
有
で
き
た
の
は
、
蒐
集
家
か
古
本
マ
ニ
ア
く
ら

い
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
通
販
サ
イ
ト
「
日
本
の
古
本
屋
」
が
本
格
的
に
始
動
す
る
二
〇
〇
〇
年
代
ま
で
、
稀
覯

史
料
は
地
道
な
古
書
店
め
ぐ
り
か
、
即
売
会
で

拾
う

ほ
か
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
刊
行
の
『
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市
文
化

エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
』
も
含
め
る
な
ら
ば
、
今
回
の
第
Ⅳ
期
に
至
る
二

〇
年
間
は
、
そ
う
し
た
障
壁
を
少
し
ず
つ
取
り
除
き
、
稀
覯
史
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
整
え
る
、
開
拓
の
軌
跡

で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

今
回
の
第
Ⅳ
期
で
は
、
北
明
の
周
辺
を
彩
っ
た
出
版
人
ら
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
群
を
集
成
し
た
。

第
一
回
配
本
は
、
北
明
と
袂
を
分
か
っ
た
福
山
福
太
郎
に
よ
る
『
奇
書
』、
お
よ
び
上
森
健
一
郎
を
中
軸
と
す

る
『
古
今
桃
色
草
紙
』
を
収
録
。『
奇
書
』
は
佐
藤
紅
霞
や
藤
澤
衛
彦
ら
文
献
派
を
集
め
、『
古
今
桃
色
草
紙
』

は
花
房
四
郎
（
中
野
正
人
）、
宮
本
良
ら
を
編
輯
に
据
え
、
文
藝
資
料
研
究
会
編
輯
部
に
よ
る
起
死
回
生
の
一

手
で
あ
っ
た
（
い
ず
れ
も
発
禁
号
を
含
む
）。

第
二
回
配
本
は
『
変
態
・
資
料
』
の
後
継
誌
を
う
た
い
、
鳥
の
子
紙
刷
が
目
を
惹
く
『
変
態
黄
表
紙
』、
竹

内
道
之
助
の
風
俗
資
料
研
究
会
に
よ
る
『
風
俗
資
料
』、
そ
し
て
酒
井
潔
の
個
人
誌
と
し
て
伊
藤
竹
酔
の
国
際

文
献
刊
行
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
談
奇
』
を
収
録
す
る
。

第
三
回
配
本
は
、『
風
俗
資
料
』
廃
刊
後
に
「
高
級
エ
ロ
雑
誌
」
と
し
て
創
刊
さ
れ
、
丸
木
砂
土
や
原
比
露

志
、
岡
田
甫
、
酒
井
潔
ら
が
筆
を
執
っ
た
『
デ
カ
メ
ロ
ン
』
を
収
録
す
る
。
以
上
の
雑
誌
群
を
往
還
す
る
こ

と
で
、
戦
前
軟
派
出
版
界
の
最
期
が
あ
り
あ
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

雑
誌
が
紡
い
だ
作
り
手
と
会
員
読
者
の
紐
帯
に
想
い
を
馳
せ
、
知
の
豊
穣
さ
を
体
感
し
よ
う
。
そ
し
て
出

版
弾
圧
の
痕
跡
を
刮
目
し
、
新
た
な
「
戦
前
」
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
な
緊
張
を
は
ら
む
時
代
を
生
き
る
我
々

に
向
け
ら
れ
た
、
過
去
か
ら
の
警
句
に
も
耳
を
傾
け
よ
う
。

（
お
お
び
・
ゆ
う
こ

東
京
経
済
大
学
准
教
授
）全16巻

昭
和
初
期
軟
派
雑
誌
集
成 〒101-0047 東京都千代田区内神田2-7-6

TEL .03（5296）0491
FAX.03（5296）0493
http://www.yumani.co.jp/
e-mail eigyou@yumani.co.jp

1◆『奇書』Ⅰ（第1巻第1号～第1巻第5号）

2◆『奇書』Ⅱ（第1巻第6号～第1巻第7号・臨時増刊号）

3◆『奇書』Ⅲ（第2巻第1号～第2巻第3号）・解題

4◆『古今桃色草紙』Ⅰ（第1巻第1号～第1巻第3号）

5◆『古今桃色草紙』Ⅱ（第1巻第4号～第1巻第6号）

定価：本体16,500円＋税　ISBN978-4-8433-6834-3 C3390
定価：本体18,700円＋税　ISBN978-4-8433-6835-0 C3390
定価：本体17,600円＋税　ISBN978-4-8433-6836-7 C3390
定価：本体20,900円＋税　ISBN978-4-8433-6837-4 C3390
定価：本体22,000円＋税　ISBN978-4-8433-6838-1 C3390 

6◆『古今桃色草紙』Ⅱ（第1巻第7号・第2巻第2号・第2巻第4号）・解題 　定価：本体26,400円＋税　ISBN978-4-8433-6839-8 C3390

第1回配本　全6巻　揃定価：本体122,100円＋税　 ISBN978-4-8433-6833-6 C3390   

7◆『変態黄表紙』

8◆『風俗資料』Ⅰ

9◆『風俗資料』Ⅱ

10◆『談奇』

予価：本体28,600円＋税　ISBN978-4-8433-6841-1 C3390
予価：本体15,400円＋税　ISBN978-4-8433-6842-8 C3390
予価：本体17,600円＋税　ISBN978-4-8433-6843-5 C3390
予価：本体13,200円＋税　ISBN978-4-8433-6844-2 C3390

第2回配本　全4巻　揃予価：本体74,800円＋税　 ISBN978-4-8433-6840-4 C3390 2025年刊行予定

11～16◆『デカメロン』Ⅰ～Ⅵ 揃予価：本体184,800円＋税　ISBN978-4-8433-6845-9 C3390

第3回配本　全6巻　揃予価：本体184,800円＋税　 ISBN978-4-8433-6845-9 C3390 2026年刊行予定

［監修・解題］島村 輝／大尾侑子 ●揃予価：本体347,000円＋税 ISBN978-4-8433-6832-9 C3390  A５判上製・カバー

●特におすすめしたい方
大学図書館・公共図書館・近代文学、演劇、美術、映画、
風俗史、メディア史などの研究者・研究機関ほか。

叢書エログロナンセンス 第Ⅳ期

昭和初期軟派雑誌集成 全16巻

昭和のエログロナンセンスを彩る重要な雑誌群を復刻。佐藤紅霞や藤澤衛彦ら、文献派を集めた『奇書』。花房四郎

（中野正人）、宮本良ら、文藝資料研究会編輯部による『古今桃色草紙』。『変態・資料』の後継誌をうたった『変態黄

表紙』、竹内道之助の風俗資料研究会による『風俗資料』、そして酒井潔の個人誌と『談奇』。『風俗資料』廃刊後に

創刊され、丸木砂土や原比露志、岡田甫、酒井潔が筆を執った『デカメロン』などの軟派雑誌を集成する。

ゆまに書房

昭昭
和和
のの
エエ
ロロ
ググ
ロロ
ナナ
ンン
セセ
ンン
スス
をを
彩彩
るる

重重
要要
なな
雑雑
誌誌
群群
をを
復復
刻刻

佐佐
藤藤
紅紅
霞霞
やや
藤藤
澤澤
衛衛
彦彦
らら

文文
献献
派派
をを
集集
めめ

たた
『『
奇奇
書書
』』

花花
房房
四四
郎郎
（（
中中
野野
正正
人人
））

宮宮
本本

良良
らら

文文
藝藝
資資
料料
研研
究究
会会
編編
輯輯
部部
にに
よよ
るる

『『
古古
今今
桃桃
色色
草草
紙紙
』』
『『
変変
態態
・・
資資
料料
』』
のの
後後
継継

誌誌
をを
うう
たた

たた
『『
変変
態態
黄黄
表表
紙紙
』』

竹竹
内内
道道
之之

助助
のの
風風
俗俗
資資
料料
研研
究究
会会
にに
よよ
るる
『『
風風
俗俗
資資
料料
』』

そそ
しし
てて
酒酒
井井
潔潔
のの
個個
人人
誌誌
とと
『『
談談
奇奇
』』
『『
風風

俗俗
資資
料料
』』廃廃
刊刊
後後
にに
創創
刊刊
ささ
れれ

丸丸
木木
砂砂
土土
やや

原原
比比
露露
志志

岡岡
田田
甫甫

酒酒
井井
潔潔
がが
筆筆
をを
執執

たた
『『
デデ
カカ
メメ
ロロ
ンン
』』なな
どど
のの
軟軟
派派
雑雑
誌誌
をを
集集
成成

昭
和
の
エ
ロ
グ
ロ
ナ
ン
セ
ン
ス
を
彩
る

重
要
な
雑
誌
群
を
復
刻

佐
藤
紅
霞
や
藤
澤
衛
彦
ら

文
献
派
を
集
め

た
『
奇
書
』

花
房
四
郎
（
中
野
正
人
）

宮
本

良
ら

文
藝
資
料
研
究
会
編
輯
部
に
よ
る

『
古
今
桃
色
草
紙
』
『
変
態
・
資
料
』
の
後
継

誌
を
う
た

た
『
変
態
黄
表
紙
』

竹
内
道
之

助
の
風
俗
資
料
研
究
会
に
よ
る
『
風
俗
資
料
』

そ
し
て
酒
井
潔
の
個
人
誌
と
『
談
奇
』
『
風

俗
資
料
』廃
刊
後
に
創
刊
さ
れ

丸
木
砂
土
や

原
比
露
志

岡
田
甫

酒
井
潔
が
筆
を
執

た
『
デ
カ
メ
ロ
ン
』な
ど
の
軟
派
雑
誌
を
集
成

〝
〟



適宜縮小してあります。

第
一
回
配
本
・
収
録
内
容

…
第
１
巻
…
…
…
…
…
…
…
…
…

▼
『
奇
書
』
第
一
巻
第
一
号（

昭
和
三
年
五
月
）

「
近
世
堕
胎
文
献
考
」
藤
澤
衛
彦
／
「
女
人

秘
事
」
北
野
博
美
／
「
性
的
小
話
」
佐
々

木
指
月
／
「
亞
刺
比
亞
奇
書
　
老
人
若
返

り
法
」
佐
藤
紅
霞
訳

▼
『
奇
書
』
第
一
巻
第
二
号（

昭
和
三
年
七
月
）

「
欧
米
珍
書
解
題
（
其
一
）「
ジ
エ
エ
ム
ス
・

グ
リ
ユ
ネ
ル
ト
」」
／
「
近
世
堕
胎
文
献
考
」

藤
澤
衛
彦
／
「
ポ
ル
チ
ヨ
ン
美
女
傳
」
愁

風
草
慮
主
人
／
「「
変
態
魔
街
考
」
礼
讃
」

大
野
卓
／
「
劇
場
隠
語
考
」
石
角
春
之

助
／
「
亞
刺
比
亞
奇
書
　
老
人
若
返
り
法
」

佐
藤
紅
霞
訳

▼
『
奇
書
』
第
一
巻
第
三
号（

昭
和
三
年
七
月
）

「
デ
カ
メ
ロ
ン
画
譜
」
／
「
好
色
獣
叢
話
」

藤
澤
衛
彦
／
「
性
的
技
巧
の
医
学
的
考
察
」

浪
華
醫
人
／
「
船
鰻
頭
考
」
石
川
巌
／

「
東
西
売
淫
雑
考
」
松
岡
定
治
／
「
Ｃ
Ｏ
Ｎ

Ｔ
Ｅ
　
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｑ
Ｕ
Ｅ
」
佐
々
木
指

月
／
「
ツ
ー
レ
ー
ヌ
情
痴
訳
」
愁
風
艸
蘆

主
人
／
「
映
画
に
現
れ
た
情
的
描
写
」
二

斗
無
酒
／
「
造
化
玉
手
箱
の
披
露
」
小
山

鬼
面
子
／
「
亞
刺
比
亞
奇
書
　
老
人
若
返

り
法
」
佐
藤
紅
霞
／
「
二
夫
二
婦
主
義
」

北
野
博
美
／
「
近
世
堕
胎
文
献
考
」
藤
澤

衛
彦
／
「
文
学
に
於
け
る
性
的
象
徴
主
義
」

ア
ル
バ
ー
ト
・
モ
ー
デ
ル

▼
『
奇
書
』
第
一
巻
第
四
号（

昭
和
三
年
九
月
）

「
好
色
獣
叢
話
」
藤
澤
衛
彦
／
「
江
戸
文
芸

と
男
色
」
石
川
巌
／
「
上
海
の
江
上
に
見

る
女
性
」
後
藤
朝
太
郎
／
「
精
神
分
析
で

見
露
は
さ
る
る
幽
霊
の
正
体
」
矢
部
八
重

吉
／
「
小
説
で
読
ん
だ
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
」

畑
耕
一
／
「
性
的
映
画
凡
観
」
袋
一
平
／

「
軟
派
漫
談
会
」
藤
澤
・
北
野
・
佐
藤
・
二

斗
・
大
野
／
「
近
世
堕
胎
文
献
考
」
藤
澤

衛
彦
／
「
変
態
今
昔
物
語
」
正
宗
狂
水
／

楠
墨
庵
主
人
／
小
内
鬼
面
子
／
「
文
学
に

於
け
る
性
的
象
徴
主
義
」
ア
ル
バ
ー
ト
・

モ
ー
デ
ル
／
「
欧
米
珍
書
解
題
（
其
二
）」

▼
『
奇
書
』
第
一
巻
第
五
号（

昭
和
三
年
十
月
）

「
好
色
獣
叢
話
」
藤
澤
衛
彦
／
「
隠
號
考
」

尾
崎
久
彌
／
「
貞
操
帯
と
海
老
錠
」
佐
藤

紅
霞
／
「
川
柳
絵
島
生
島
」
大
曲
駒
村
／

「
近
代
変
愛
の
表
情
術
」
畑
耕
一
／
「
読
猥

談
玩
具
箱
」
正
宗
狂
水
／
「
被
鋏
切
映
画

考
」
袋
一
平
／
「
艶
聞
軟
派
雑
考
」
氷
川

碧
人
／
「
醉
餘
微
妙
和
酒
閑
談
」
松
下
潤

作
／
「
鈴
の
念
行
」
小
内
鬼
面
子
／
「
検

黴
法
実
施
当
時
の
珍
文
」
大
野
卓
／
「
時

花
何
だ
い
節
唆
り
の
分
布
」
藤
澤
衛
彦
／

「
十
返
舎
一
九
作
／
教
訓
相
撲
取
草
」
石
川

巌
／
「
文
学
に
於
け
る
性
的
象
徴
主
義
」

ア
ル
バ
ー
ト
・
モ
ー
デ
ル

…
第
2
巻
…
…
…
…
…
…
…
…
…

▼
『
奇
書
』
第
一
巻
第
六
号

（
昭
和
三
年
十
一
月
）

「
舞
踊
風
韻
」
永
田
龍
雄
／
「
川
柳
卑
娼
考
」

大
曲
駒
村
／
「
江
戸
城
大
奥
の
女
」
横
井

春
野
／
「
南
北
の
濡
れ
場
」
渥
美
清
太

郎
／
「
銀
幕
接
吻
之
真
相
」
二
斗
無
酒
／

「
奈
翁
皇
帝
情
痴
譚
」
破
琴
荘
主
人
／
「
軟

派
小
咄
選
」
佐
渡
志
摩
太
郎
／
「
吉
原
投

込
寺
」
石
角
春
之
助
／
「
妖
怪
画
の
構
成
」

藤
澤
衛
彦
／
「
伝
説
よ
り
見
た
る
支
那
の

妖
怪
」
渋
沢
青
花
／
「
文
学
に
於
け
る
性

的
象
徴
主
義
」
ア
ル
バ
ー
ト
・
モ
ー
デ
ル

▼
『
奇
書
』
第
一
巻
第
七
号

（
昭
和
三
年
十
二
月
）

「
好
色
獣
叢
話
」
藤
澤
衛
彦
／
「
小
咄
本
雜

考
」
尾
崎
久
彌
／
「
支
那
乾
棗
に
見
る
奇

習
」
後
藤
朝
太
郎
／
「
猥
説
　
人
相
学
漫

談
（
一
）」
町
子
房
／
「
不
思
議
な
話
」
富

岡
皷
川
／
「
川
柳
肉
感
考
」
色
鬼
聖
人
／

「
変
態
性
慾
者
と
刑
囚
の
性
的
行
為
」
市
場

櫻
郎
／
「『
留
垤
薩
克
』
の
話
」
植
原
路

郎
／
「
江
戸
城
大
奥
の
女
（
二
）」
横
井
春

野
／
「
文
学
に
於
け
る
性
的
象
徴
主
義
」

ア
ル
バ
ー
ト
・
モ
ー
デ
ル
／
「
乳
房
美
崇

拜
」
佐
藤
紅
霞

▼
『
奇
書
』
臨
時
増
刊
号（

昭
和
三
年
十
二
月
）

「
世
界
艶
書
目
録
並
改
題
」
佐
藤
紅
霞
／

「
日
本
艶
本
目
録
」
大
野
卓
／
「
歌
麿
前
後

会
本
解
題
」
封
醉
少
史
／
「
世
界
陰
毛
奇

譚
」
佐
藤
紅
霞
／
「
古
医
書
に
見
え
た
性

問
題
」
横
井
春
野
／
「
デ
リ
カ
シ
ー
要
求
」

正
宗
狂
水
／
「
新
横
濱
暗
黒
界
縦
横
記
」

赤
坂
新
助
／
「
夫
人
の
性
的
不
能
」

W
ilhelm

.Stekel

…
第
3
巻
…
…
…
…
…
…
…
…
…

▼
『
奇
書
』
第
二
巻
第
一
号（

昭
和
四
年
一
月
）

「
北
国
順
礼
記
解
嘲
」
藤
澤
衛
彦
／
「
性
的

技
巧
の
医
学
的
考
察
」
浪
華
醫
人
／
「
小

咄
本
雜
考
」
尾
崎
久
彌
／
「
基
督
教
の
説

く
「
生
命
の
門
」
に
就
て
」
瀧
本
二
郎
／

「
続
デ
リ
カ
シ
ー
要
求
」
正
宗
狂
水
／
「
映

画
人
秘
聞
漫
談
」
覆
面
居
士
／
「
性
的
方

面
か
ら
観
た
「
不
思
議
な
記
」」
富
岡
皷

川
／
「
町
絵
師
筆
禍
覚
帳
（
一
）」
大
曲
駒

村
／
「
母
権
と
乱
婚
と
姦
通
」
皆
川
美

彦
／
「
能
の
面
縁
起
」
横
井
春
野
／
「
細

民
の
性
的
行
為
と
悪
女
の
恋
愛
」
市
場
櫻

村
／
「
性
的
迷
信
と
巫
女
妄
想
」
佐
藤
紅

霞▼
『
奇
書
』
第
二
巻
第
二
号（

昭
和
四
年
二
月
）

「
続
好
色
獸
叢
話
」
藤
澤
衛
彦
／
「
性
的
魔

術
と
恋
愛
媚
藥
」
佐
藤
紅
霞
／
「
性
器
を

利
用
す
る
巫
術
」
中
山
太
郎
／
「
町
絵
師

筆
禍
覚
帳
（
二
）」
大
曲
駒
村
／
「
ア
ナ
ン

ガ
ラ
ン
ガ
の
梵
文
原
典
を
解
説
す
」
泉
芳

／
「
活
躍
舞
台
よ
り
見
た
欧
米
人
の
性
業

婦
人
」
瀧
本
二
郎
／
「
女
角
力
考
」
田
中

香
涯
／
「
蒼
溟
樓
漫
話
（
一
）」
岡
田
蒼

溟
／
「
大
阪
賤
娼
考
」
耽
好
洞
主
人
／

「
蛇
身
の
女
の
恋
」
市
場
櫻
村
／
「
随
筆
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
」
村
上
杏
子
／
「
ハ
レ
ム
紅

閨
誌
（
一
）」
皆
川
美
彦

▼
『
奇
書
』
第
二
巻
第
三
号（

昭
和
四
年
四
月
）

「
続
好
色
獣
叢
話
」
藤
澤
衛
彦
／
「
色
里
歌

謡
文
献
資
料
」
石
川
巌
／
「
雪
隠
奇
習
」

後
藤
朝
太
郎
／
「
珍
奇
二
書
」
尾
崎
久

彌
／
「
町
絵
師
筆
禍
覚
帳
（
三
）」
大
曲
駒

村
／
「
光
る
怪
奇
物
」
古
川
龍
城
／
「
想

嫁
風
姿
」
耽
好
洞
人
／
「
随
筆
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
」
村
上
杏
子
／
「
ハ
レ
ム
紅
閨
誌

（
二
）」
皆
川
美
彦

…
第
4
巻
…
…
…
…
…
…
…
…
…

▼
『
古
今
桃
色
草
紙
』
第
一
巻
第
一
号

（
昭
和
三
年
七
月
）

「
近
代
日
本
好
色
文
学
考
（
一
）」
斎
藤
昌

三
／
「
乱
姿
故
紙
裏
貼
装
」
綿
谷
摩
耶

夫
／
「
人
間
論
」
五
十
沢
二
郎
／
「
軟
文

書
志
散
見
」
南
江
二
郎
／
「
映
画
恋
慕
調
」

縣
龍
之
介
／
「
愛
経
全
巻
の
総
説
」
泉
芳

／
「
と
て
も
お
久
し
ぶ
り
（
漫
画
）」
野
村

英
夫
／
「
古
今
桃
色
草
子
」
同
人
／
「
現

代
艶
書
哲
学
講
座
」
青
山
倭
文
二
／
「
く

そ
を
食
ふ
男
」
仲
小
路
春
雄
／
「
は
ア
ち

や
ん
（
変
態
男
子
訪
問
記
）」
片
岡
直
夫
／

「
性
欲
市
場
罪
悪
秘
史
」
閔
遅
楊
／
「
驢
性

の
姪
」
安
東
龍
／
「
特
別
読
物
」
／
「
１

恋
の
手
練
」
ザ
ッ
ヘ
ル
・
マ
ゾ
ツ
ホ
作

八
代
清
夫
訳
／
「
２
ハ
ル
ピ
ン
劇
場
事
件
」

野
川
隆

▼
『
古
今
桃
色
草
紙
』
第
一
巻
第
二
号

（
昭
和
三
年
八
月
）

「
近
代
日
本
好
色
文
学
考
（
二
）」
斎
藤
昌

三
／
「
人
間
論
（
二
）」
五
十
沢
二
郎
／

「
誹
諧
キ
ツ
ス
考
」
綿
谷
摩
耶
火
／
「
首
・

胴
・
手
・
足
」
シ
ン
ク
レ
ア
作
　
益
本
重

雄
訳
／
「
古
今
浅
草
譚
」
石
角
春
之
助
／

「
退
屈
な
恋
」
青
山
倭
文
二
／
「
兎
爺
さ
ん

と
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
」
綿
貫
六
助
／
「
映

画
恋
慕
調
（
二
）」
縣
龍
之
介
／
「
楽
屋
裏

か
ら
」
木
村
時
子
／
「
或
る
芸
妓
の
生
活

信
条
」
花
園
歌
子
／
「
フ
ラ
ウ
瞥
見
」
森

栖
八
郎
／
「
海
外
笑
話
」
島
貫
光
子
／

「
ト
ピ
ツ
ク
ス
・
ゴ
シ
ツ
ツ
プ
ス
」
／
「
小

野
木
博
士
と
胃
袋
」
佐
々
木
杜
雄
／
「
ジ

ョ
ー
ク
・
ね
た
・
ハ
ッ
ト
・
ド
ッ
グ
」
／

「
珍
妙
大
悲
劇
」
／
「
桃
色
草
子
」
／
「
家

庭
は
永
久
に
円
満
な
ら
ず
（
漫
画
物
語
）」

花
房
四
郎
作
　
轟
満
夫
画
／
「
恋
の
手
練
」

ザ
ッ
ヘ
ル
・
マ
ゾ
ツ
ホ
作
　
八
代
清
夫

訳
／
「
朱
唇
蒐
集
病
患
者
」
宮
本
良

▼
『
古
今
桃
色
草
紙
』
第
一
巻
第
三
号

（
昭
和
三
年
九
月
）

「
近
代
日
本
好
色
文
学
考
（
三
）」
斎
藤
昌

三
／
「
軟
派
・
版
画
・
師
宣
」
大
曲
駒

村
／
「
襍
古
断
章
」
木
村
嘉
次
／
「
我
国

に
於
け
る
性
欲
観
の
変
遷
」
綿
谷
摩
耶

火
／
「
唐
模
様
彩
変
声
食
（
支
那
）」
林
益

三
／
「
女
難
（
ア
メ
リ
カ
）」
Ｊ
・
Ｏ
・
ベ

エ
カ
ア
　
結
城
光
男
訳
／
「
死
の
疑
待

（
ア
ラ
ビ
ヤ
）」
エ
リ
・
エ
ル
・
ム
ナ
ッ
シ

ュ
　
島
貫
光
子
訳
／
「
稲
妻
お
春
た
あ
妾

の
こ
と
さ
」
花
柳
は
る
み
／
「
酒
呑
讃
礼
」

青
桐
堂
圭
人
／
「
裸
に
な
っ
た
築
波
雪
子
」

つ
だ
・
ぬ
ま
を
／
「
男
読
む
べ
か
ら
ず

（
ナ
ン
セ
ン
ス
）」
／
「
あ
ら
・
よ
し
・
ね

え
な
（
ナ
ン
セ
ン
ス
）」
／
「
桃
色
草

子
」
／
「
映
画
恋
慕
調
（
三
）」
縣
龍
之

介
／
「
ダ
ン
ス
病
熱
」
藤
み
だ
る
／
「
足

を
噛
む
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
」
綿
貫
六
助
／

「
苔
を
持
つ
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
」
ザ
ッ
ヘ
ル
・

マ
ゾ
ツ
ホ
作
　
八
代
清
夫
訳

…
第
5
巻
…
…
…
…
…
…
…
…
…

▼
『
古
今
桃
色
草
紙
』
第
一
巻
第
四
号

（
昭
和
三
年
十
月
）

「
近
代
日
本
好
色
文
学
考
（
四
）」
斎
藤
昌

三
／
「
吉
彌
考
」
大
曲
駒
村
／
「
艶
道
通

鑑
」
廣
待
兼
次
郎
／
「
色
傷
奮
談
」
木
村

嘉
次
／
「
心
中
「
最
後
の
営
み
」
抄
」
小
林

隆
之
助
／
「
裸
に
な
っ
た
築
波
雪
子
（
二
）」

つ
だ
・
ぬ
ま
を
／
「
腋
毛
戯
談
」
原
比
露

志
／
「
恋
愛
は
永
遠
に
危
険
な
り
（
漫
画
）」

志
摩
牧
夫
／
「
そ
ね
・
ど
・
え
ど
う
な

（
ナ
ン
セ
ン
ス
）」
山
内
一
夫
／
「
桃
色
草

子
」
／
「
娘
々
祭
傳
奇
（
支
那
）」
林
益

三
／
「
結
婚
初
夜
の
悲
劇
（
日
本
）」
草
川

章
／
「
モ
ン
マ
ル
ト
ル
（
一
）（
フ
ラ
ン
ス
）」

フ
ラ
ン
シ
ス
・
カ
ル
コ
　
八
代
清
夫
訳
／

「
あ
る
夜
の
始
皇
」
橋
爪
彦
七
／
「
太
陽
殺

人
綺
談
」
宮
本
良

▼
『
古
今
桃
色
草
紙
』
第
一
巻
第
五
号

（
昭
和
三
年
十
一
月
）

「
近
代
日
本
好
色
文
学
考
（
五
）」
斎
藤
昌

三
／
「
女
性
艶
姿
考
（
一
）」
綿
谷
摩
耶

火
／
「
笑
府
」
南
江
雨
／
「
江
戸
文
化
の

潰
爛
寸
政
」
金
谷
完
治
／
「
変
態
畸
人
傳

（
一
）」
山
中
一
之
／
「
少
年
期
の
ビ
ア
ズ

リ
」
南
江
二
郎
／
「
追
討
上
森
い
ち
子
夫

人
」
／
「
Ｗ
・
Ｃ
戯
談
」
原
比
露
志
／

「
し
ね
ま
・
あ
・
ら
・
か
る
と
」
内
田
岐
三

雄
／
反
駁
・
辯
明
・
發
見
・
手
前
味
噌

「（
一
）
長
命
丸
の
別
命
に
就
い
て
」
木
村

嘉
次
・
「（
二
）
自
著
の
辯
明
」
花
房
四

郎
・
「（
三
）「
吉
彌
考
」
に
寄
す
」
綿
谷

雪
・
「（
四
）「
明
治
太
平
樂
府
」
寸
抄
」
宮

本
良
／
「
裸
に
な
っ
た
築
波
雪
子
（
三
）」

つ
だ
・
ぬ
ま
を
／
「
続
娘
々
祭
傳
奇
（
二
）」

林
益
三
／
「
ヴ
ァ
レ
ン
チ
ノ
情
史
（
一
）」

エ
ド
ア
ル
・
ラ
モ
ン
　
高
橋
那
太
郎
訳
／

「
14
、
色
模
様
恋
裲
襠
」
堀
江
眞
鯉
夫
／
特

別
読
物
「（
一
）
太
陽
殺
人
綺
談
（
完
結
篇
）」

宮
本
良
・
「（
二
）
呪
に
生
く
る
女
」
佐
々

木
杜
雄
・
「（
三
）
裏
切
ら
れ
た
娼
妓
」
林

綺
歩

▼
『
古
今
桃
色
草
紙
』
第
一
巻
第
六
号

（
昭
和
三
年
十
二
月
）

「
近
代
日
本
好
色
文
学
考
（
六
）」
斎
藤
昌

三
／
「
女
性
艶
姿
考
（
二
）」
綿
谷
摩
耶

火
／
「
軟
文
書
志
散
見
（
二
）」
南
江
次

郎
／
「
不
貞
妻
抄
」
神
山
康
人
／
「
最
善

と
最
悪
の
腐
敗
」
木
村
嘉
次
／
「
街
上
風

物
譚
」
青
山
倭
文
二
／
「
結
婚
生
活
（
漫

画
）」
安
泰
／
「
無
毛
礼
讃
縁
起
」
林
益

三
／
「
精
気
を
取
る
男
」
山
中
一
之
／

「
フ
ラ
ン
ス
笑
話
（
漫
画
）」
島
貫
牧
夫
／

「
ナ
ガ
サ
キ
珍
談
」
岡
田
甫
／
「
83
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
冒
険
」
マ
ル
セ
ル
・
ア
ル
ナ

ッ
ク
　
繁
村
長
孝
訳
／
「
朝
鮮
猥
談
」
飯

田
徳
太
郎
／
「
ム
ー
ラ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
其

の
地
」
宮
本
良
／
「
秋
雨
に
咲
く
ダ
リ
ヤ
」

綿
貫
六
助
／
「
赤
死
病
」
三
木
邦
輔
／

「
上
方
俗
言
志
」
有
思
散
人

…
第
6
巻
…
…
…
…
…
…
…
…
…

▼
『
古
今
桃
色
草
紙
』
第
一
巻
第
七
号

（
昭
和
四
年
一
月
）

「
明
治
好
色
文
学
考
」
小
島
徳
彌
／
「
女
性

艶
姿
考
（
三
）」
綿
谷
摩
耶
火
／
「
大
阪
の

胃
腑
」
イ
ト
ウ
・
ケ
ン
／
「
即
席
結
婚
」

川
崎
長
太
郎
／
「
銀
座
士
人
（
漫
画
）」
安

泰
／
「
三
畳
の
ロ
マ
ン
ス
」
加
藤
由
藏
／

「
ダ
ン
サ
ー
の
話
」
小
田
久
子
／
「
モ
ダ
ン

ガ
ー
ル
と
ハ
ガ
キ
」
榛
葉
紅
春
／
「
唇
を

覗
く
男
」
岩
野
薫
／
「
お
葉
津
」
伊
藤

／
「
カ
ボ
チ
ャ
の
僧
」
林
益
三
／
「
ボ

ウ
・
ス
ト
ラ
タ
ヂ
エ
ム
」
ヂ
・
フ
ア
ク
オ

ア

木
村
嘉
次
／
「
舞
踊
の
性
的
考
察
」

金
谷
完
治
／
「
若
き
日
の
悩
み
」
青
山
倭

文
二
／
「
最
も
勇
敢
な
る
結
婚
式
（
漫
画
）」

志
摩
牧
夫
／
「
83
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冒

険
（
二
）」
マ
・
ア
ル
ナ
ッ
ク
　
繁
村
長

孝
／
「
エ
ロ
チ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
か
ら
」
あ
さ

を
／
「
明
治
狂
句
書
見
」
ま
や
び
／
「
恋

の
頌
歌
」
堀
江
眞
鯉
夫
／
「
霧
の
愛
人
」

安
藤
杢
郎
／
「
岐
阜
の
夜
桜
」
綿
貫
六

助
／
「
木
馬
（
戯
曲
）」
菅
原
寛
／
「
眞
赤

な
口
火
の
眼
」
松
田
重
太
郎
／
「
妻
の
心

配
（
戯
曲
）」
渡
邊
素
舟
／
「
上
方
俗
言
志
」

有
閑
散
人

▼
『
古
今
桃
色
草
紙
』
第
二
巻
第
二
号

（
昭
和
四
年
二
月
）

「
変
態
座
敷
俄
雑
考
」
綿
谷
摩
耶
火
／
「
藥

法
研
究
の
道
」
廣
待
兼
太
郎
／
「
百
馬
鹿

調
帳
」
石
角
春
之
助
／
「
暗
夜
恋
抄
」
詩

賦
野
梧
郎
／
「
私
の
好
き
な
女
、
嫌
ひ
な

女
」
川
路
柳
江
、
直
木
三
十
五
、
長
谷
川

伸
、
高
須
奉
次
郎
、
伊
藤
松
雄
、
繁
村
長

孝
、
河
村
目
呂
二
、
二
戸
儚
秋
、
金
谷
完

二
、
田
邊
耕
一
郎
、
小
島
徳
彌
、
綿
貫
六

助
、
伊
藤
竹
醉
、
藤
澤
衛
彦
、
山
内
房
吉
、

小
泉
游
子
、
岡
田
光
一
郎
、
池
田
文
痴
庵
、

綿
谷
摩
耶
火
、
北
村
小
松
、
畑
耕
一
、
茅

崎
浪
夫
、
萩
原
恭
次
郎
、
横
瀬
夜
雨
、
狩

野
鐘
太
郎
、
渡
邊
素
舟
、
尾
崎
久
彌
、
小

林
操
、
島
東
吉
、
藤
枝
丈
夫
、
荻
原
朔
太

郎
、
菅
原
寛
、
宮
尾
し
げ
男
、
生
方
敏
郎
、

青
山
倭
文
二
、
梅
原
北
明
、
宮
本
良
、
西

谷
操
、
川
崎
長
太
郎
、
渡
邉
庫
輔
／
「
痴

人
の
手
帳
よ
り
」
夢
路
三
郎
／
「
83
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
冒
険
」
マ
・
ア
ル
ナ
ッ
ク

繁
村
長
孝
／
「
微
笑
小
咄
類
選
」
海
老
原

貝
之
助
／
「
近
代
歎
異
抄
」
平
日
啓
二
／

「
按
摩
の
竹
さ
ん
」
堀
江
眞
鯉
夫
／
「
夜
を

行
く
男
」
青
山
倭
文
二
／
泰
西
藝
術
珍
品

「
キ
ツ
ス
」
･
「
シ
ヤ
ツ
チ
ヨ
コ
立
ち
」
･

「
ダ
ン
ス
」
･
「
ピ
ア
ノ
」
／
「
山
の
恋
と

海
の
恋
（
漫
画
）
」
安
泰
／
「
桃
色
草

子
」
／
「
美
し
き
都
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
」
美

吉
寅
二
／
「
う
は
ず
り
」
山
中
一
之
／

「
牢
獄
の
異
変
」
君
塚
俊
三

※
第
二
巻
第
三
号
は
休
刊

▼
『
古
今
桃
色
草
紙
』
第
二
巻
第
四
号

（
昭
和
四
年
四
月
）

な
ん
せ
ん
す
・
あ
と
・
ほ
ふ
む
「
嫌
ぢ
や

あ
り
ま
せ
ん
か
」
渋
谷
修
･
「
心
臓
の
鼓

動
」
杉
田
三
太
郎
・
「
耳
に
受
け
た
金
歯

勲
章
」
渋
谷
修
・
「
悪
は
友
を
凶
暴
に
せ

り
」
島
貫
義
男
・
「
君
と
逢
は
ね
ば
さ
び

し
こ
の
春
」
武
井
哲
次
郎
／
「
不
良
少
女

研
究
（
一
）」
出
口
安
二
／
「
浅
草
公
園
学

講
座
（
第
壹
講
乞
食
）」
石
角
春
之
助
／

「
説
教
強
盗
懺
悔
録
」
妻
木
松
吉
／
「「
説

教
の
正
体
は
？
」」
國
枝
史
郎
、
上
司
小
剣
、

田
村
西
男
、
山
田
麒
太
郎
、
畑
耕
一
、
戸

川
貞
雄
、
北
村
小
松
、
福
田
正
夫
、
高
須

芳
次
郎
、
小
酒
井
不
木
、
川
路
柳
虹
、
安

成
二
郎
、
大
森
眠
歩
、
北
尾
龜
男
、
百
田

宗
治
、
沖
野
岩
三
郎
、
綿
貫
六
助
、
十
菱

愛
彦
、
白
石
實
三
、
益
本
重
雄
、
青
山
倭

文
二
、
西
谷
操
、
岩
野
薫
、
宮
本
良
／

「
ラ
ヴ
レ
タ
ー
藝
術
考
」
池
田
文
痴
庵
／

「
接
吻
学
（
図
解
写
真
入
通
信
教
授
）」
益
本

蘇
川
／
「
日
本
秘
薬
考
」
廣
待
兼
次
郎
／

「
シ
ネ
マ
・
ス
タ
ア
の
卵
時
代
」
／
「
噂
の

女
（
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
社
）」
宮
本
良
／
「
ア

ビ
ー
の
白
ば
ら
（
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
社
）」
浅

尾
八
十
一
／
「
情
炎
の
美
姫
（
フ
ァ
ー
ス

ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
）」
青
山
倭
文
二
／

「
百
万
長
者
（
ワ
ー
ナ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ア
ス
社
）」

岩
野
黨
／
「
あ
た
し
の
秘
密
日
記
か
ら
」

ア
リ
ス
・
ホ
ワ
イ
ト
／
「
コ
リ
ー
ン
・
ム

ア
に
泪
あ
り
」
ウ
イ
リ
ア
ム
・
エ
・
サ
イ

タ
ア
／
「
ヴ
ォ
ー
ド
ヴ
ィ
ル
に
就
い
て
」

内
田
岐
三
雄
／
「
古
今
桃
色
草
子
」
／
特

種
ユ
ー
モ
ア
撰
集
・
「
禿
げ
頭
に
毛
が
生

え
る
時
」
生
方
敏
郎
・
「
青
春
焦
燥
曲
」

原
比
露
志
・
「
す
と
り
い
と
・
ぼ
お
い
断

片
」
岡
田
光
一
郎
・
「
一
輪
の
野
菊
」
綿

貫
六
助
・
「
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
と
手
袋
」

柳
家
三
語
楼
／
「
江
戸
軟
本
評
釋
（
第
一
回
）

「
変
通
軽
井
茶
話
」」
山
崎
麓
／
「
編
輯
後

記
」
／
「「
南
柯
書
院
」
創
立
の
お
知
ら
せ
」

本文
見本

紊思

環憬

環憬




